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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、認知行動療法にもとづく不安の予防教育プログラム「勇者の旅」
に、保護者プログラムを併用する可能性を検討し、効果検証を行うことであった。
保護者に対しては、「勇者の旅」の授業内容を、配布物を通して伝達・周知する形とした。また、介入前後に実
施するスペンス児童不安尺度(SCAS)は、子どもの自己評定（SCAS-C）のみならず保護者評定（SCAS-P）も加え
た。
本研究の結果、SCAS-CとSCAS-Pのそれぞれについて、フォローアップ時点での不安低減効果が示された。以上よ
り、配布物を用いて授業内容を保護者に伝達することや、保護者評定を加えることの有用性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the possibility of using a parent 
program in conjunction with the "Journey of the Brave" an anxiety prevention education program based
 on cognitive behavioral therapy, and to test its effectiveness.
The content of the parent program was examined, and the content of the "Journey of the Brave" was 
delivered to the parents through handouts. In addition, the Spence Child Anxiety Scale (SCAS), 
administered before and after the intervention, included not only the child's self-rating (SCAS-C) 
but also the parent's rating (SCAS-P).
The results of this study showed that the SCAS-C and SCAS-P were effective in reducing anxiety at 
the follow-up time point for each of the SCAS-C and SCAS-P. These results indicate the usefulness of
 delivering program contents to parents and adding parental ratings.

研究分野：精神看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの「勇者の旅」プログラムの先行研究(Urao et al., 2016; 2018; 2021, Ohira et al., 2019)は、す
べて子ども本人による自己評価を指標に用いており、他者評価を指標に加えることができていなかった。本研究
において、保護者評価によっても子どもの不安スコアの低減効果が示されたことから、「勇者の旅」プログラム
の介入効果について、今後は他者評価も加えて多角的に評価し得る可能性が示唆された。以上より、本研究成果
の学術的意義は大きいものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 児童・思春期の不安障害有病率は 8～22％(Dadds et al., 1997)とされ、最も罹患率の高い精神
疾患である。子どもの不安症は、うつ病のリスクファクターになることが指摘されている(Cole 
et al., 1998)他、放置すると慢性の経過を辿り再発のリスクも高まる(Cartwright-Hatton et al., 
2006)ことから、成人期のメンタルヘルスの問題に発展しないためにも、不安の問題に対する予
防や早期介入が特に重要である。日本においても、子どもの不安障害有病率は 10％程度（石川・
坂野，2004）と報告されている他、文部科学省が毎年実施している調査をみても、不登校のきっ
かけのうち「不安の傾向」が最も多い割合を占めている（文部科学省，2016）。子どもの抱える
心理的問題は多様化・深刻化していることからも、児童・思春期の子ども達に対し、直接的なメ
ンタルヘルス教育を行う必要がある（日本生物学的精神医学会，2010）が、これまで日本の学校
現場では、精神医学や心理学、脳科学等のエビデンスに基づく体系的なメンタルヘルス教育は行
われていない。 
欧米諸国では、 科学的根拠に基づくアプローチとして、認知行動療法（Cognitive Behavioural 

Therapy; 以下 CBT）に基づく予防プログラムが学校教育の中に取り入れられている。CBTは
当初、不安症やうつ病等に対する非薬物治療としての効果が示されたことから発展してきた精
神療法であるが、近年、子どもの不安やうつの予防プログラムの効果が明らかとなるに従い、予
防医学的観点からも注目を集めるようになった。 
そこで申請者は 2013 年、日本の小学校高学年児童向けの、CBT に基づく予防教育プログラ
ム「勇者の旅」を開発し、まずは予備的研究として、普通学級に通う児童（介入群 n=13、統制
群 n=16 ）を対象に、効果検証を行った。介入前後の両群間の不安スコアの変化を解析した結
果、中程度の効果量が示され、この効果はプログラム終了 3ヶ月後にも維持されていた(Urao et 
al., 2016)。また、参加した児童及び保護者から、“不安を克服でき自信がついた”といった感想
も多数寄せられた。続いて 2014年度には、小学校 2校の協力を得て「勇者の旅」を学校現場で
実施し（介入群 n=30、対照群m=40）、先行研究と同様に、プログラム実施学級にておいて不安
スコアの有意な低減が確認された(Urao et al., 2018)。 
 以上のような研究成果を受け、2016年度には文部科学省委託事業「子どもみんなプロジェク
ト」に加盟する全国 10 大学とその連携教育委員会の協力を得て、県内外の小学校計 30 校での
大規模な効果検証を行った。介入群 1583名、対照群 1095名のデータを解析した結果、先行研
究と同様に、介入群の子どもの不安スコアがフォローアップにかけて有意に低減していること
が確認された(Urao et al., 2021)。 
 しかし、これまでの取り組みの課題として、本プログラムの実施および質問紙調査の対象が
子ども本人のみであった点が挙げられる。実際、子どもの不安症のスクリーニング時には、子ど
も本人や教師による評定よりも、保護者による評定の方を優先すべきと指摘がある(Reardon & 
Spence, 2018)。また、子どもの不安の問題には、本人の認知・行動特性のみならず、保護者の
認知・行動特性（例：過保護／過干渉、不適切な不安対処方略のモデリング、子どもの回避行動
の奨励など）も大きく影響することが指摘されている(Stallard, 2009)。 
以上より、学校現場で行う不安予防アプローチの効果をより正確に評価するためには、保護者
による評価を組み合わせることが有用であろう。またプログラムの効果をより確実なものにす
るためには、保護者向けのプログラムも併用し、その効果を検証することが望ましいと考えた。 
 
２．研究の目的 
これまでに取り組んできた認知行動療法に基づく日本の子ども向けプログラム「勇者の旅」の
先行研究においては、一定の介入効果は認められてきたものの、子どもの不安の変化を多角的に
捉えることはできていなかった。介入の効果を明らかにするためには、子どもによる自己評定と
いう主観的指標のみならず、他者評定という客観的指標を取り入れた効果検証を行うことが重
要である。そこで本研究では、「勇者の旅」プログラム実施前後に、子ども本人の自己評定に加
えて、保護者にも子どもの不安状態を評定してもらい、「勇者の旅」プログラムの効果検証を行
うこととした。また、保護者にもプログラムの内容を紹介するための配布物を用意し、プログラ
ム実施学級にて配布することで、子どもの不安とその対応に関する保護者の理解を促すことも
目指した。 
 
３．研究の方法 
千葉大学大学院医学研究院倫理審査委員会の承認を得た後、千葉県内にある公立中学校へ、学
校長を通して研究協力を依頼した。本人及び保護者の同意が得られた A 中学校に在籍する 1 年
生 4クラス 99名の生徒、および保護者 81名が対象となった。 
各学級同時進行の形で、「勇者の旅」プログラムが、通常の授業時間内に計 10 回実施された。
プログラムは研究スタッフが学内放送を活用して主担当を務め、クラス担任は学級内で授業実
践を担う形で実施された。プログラム実施後に計 3回、配布物を通してプログラムの内容が保護
者に紹介された。 



プログラム実施前(pre)、実施後(post)、3 ヶ月後(FU)の計 3 回、不安の自記式質問紙である
スペンス児童不安尺度(SCAS-C: Spence children’s anxiety scale)日本語版(Ishikawa et al., 
2009)および、保護者評定によるスペンス児童不安尺度（SCAS-P：Spence children’s anxiety 
scale for parent）日本語版(Ishikawa et al., 2014)を用いて、子どもの不安スコアの変化を
測定した。SCAS は、DSM-Ⅳの診断基準に基づき子どもの不安症状を測定する 38項目の自記式質
問紙であり、「なんとなくこわい」「学校での活動がちゃんとできるか心配です」などの設問に対
し、「0-ぜんぜんない～3-いつもそうだ」の 4件法で回答する。 
なお、SCAS-C、SCAS-P 共に、質問項目の最後に、SCAS の項目による困り具合を尋ねる質問を
1項目追加した。項目の内容は「38 項目の中で、それがあるために、学校に行ったり、友達と遊
んだり、おうちで生活をしたりするのに、どのくらい困っていますか？」というもので、回答は
「0-ぜんぜん困っていない～3-いつも困る」の 4件法とした。 
SCAS-C は、在籍する学校の教室にて、担任教師の教示により一斉に行われた。SCAS-P は、授
業実践実施前後に、一回目は配布・回収共にメール連絡網システムを通じて行い、3回目は子ど
も経由で保護者に配布し、記入後に同じく子ども経由で回収した。収集したデータは、統計解析
ソフト SPSS ver. 20 によって解析した。 
 
４．研究成果 
(1)結果 
SCAS の質問紙調査は、子ども評定では pre、post、FU の 3回、保護者評定では pre、FU の 2回
のみ回収された。 
プログラムの効果を評価するため、子ど
もにおいては、実施時期を独立変数、子ど
もの自己評定による SCAS-C スコアを従属
変数とする一元配置反復測定分散分析を
行った。その結果、子どもの自己評定にお
いて、実施時期の主効果が有意 (F 
(1.447, 124.418) = 11.851, p < .000) 
であり、多重比較を行ったところ、Pre > 
Post、Pre > FU という結果が得られた。 
保護者においては、保護者評定による
SCAS-P スコアに対し、pre-FU の t 検定を
行ったところ、有意な差(t (67) = 2.272, 
p = .026)が見られ、Pre > FU という結果
であった。これらの結果を図 1にまとめて
示した。 
また、追加質問項目として設けた「不安
による困り具合」について、pre-FU の変化
が視覚的に確認できるよう、図 2にまとめ
て示した（図 2には、本人または保護者の
いずれかが、pre の時点で困り具合に１以
上の評定を行った親子のみを抽出してい
る）。この結果から、本人・保護者評定の
双方において、SCAS の各項目に関する困
り具合が、プログラム実施後の FU 時点
で、共に消失していたことが確認された。 
 
(2)まとめ 
 不安の認知行動療法に基づく予防教育
プログラム「勇者の旅」を、中学校１年生
に対して実施し、子どもおよび保護者の
評定に基づいて効果を検証した結果、子
どもの自己評定においては、先行研究と
同様に、実施後と 3 か月後の不安スコア
が実施前に比べて有意に低減し、保護者
評定においても、3 か月後の不安スコア
が実施前より有意に低減した。また、不
安による困りごと並びに困り具合の報告
も、子と保護者の両方において低減した。
以上の結果から、「勇者の旅」プログラム
の効果指標に保護者評定を加えること
で、より多面的な評価を行える可能性が示唆された。   
なお本研究では、保護者にも「子どもの不安とその対応」に関する理解を促すため、授業期間
中に計 3回、配布物を通じてプログラムの内容を周知した。このことが、保護者による子どもの

SCAS 



不安の理解促進につながり、保護者評価においてのポジティブな変化につながった可能性もあ
ると考える。但し本研究では、当初計画していた保護者向けの心理教育プログラムの開発には至
らなかった。これは、多様な保護者のニーズに沿う形でプログラムとしてまとめることに限界が
あったことや、保護者を集めてプログラムを実施する場を学校内外で設定することが現実的に
困難であったことなどが要因として挙げられる。いっぽうで本研究の結果から、子ども達が授業
で学んでいるプログラムの内容を、保護者が配布資料を通して知ることも、保護者への心理教育
の方法としてある程度有用である可能性が示唆されたため、今後は、保護者に対するプログラム
内容の周知による効果の評価も行っていきたいと考える。 
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